
【長崎空港】概要

滑走路（3,000ｍ×60ｍ）

エプロン
（定期便11バース
小型機８バース）駐車場

（収容台数1,049台）

運用時間15時間
（7：00～22:00）

空港保安防災教育訓練センター
（空港消防職員の訓練センター、航空局所属施設）

箕島

メガソーラー（SOL de 大村箕島、約30MW）
2015.4着工、2016.8売電開始

長崎空港は世界で初めての本格的海上空港として、大村湾に浮かぶ小島（箕島）を造成し、海面の一部を埋め立てて建設され、
1975年5月に供用開始。1979年には国際空港機能としての、CIQ（税関、出入国、検疫）指定空港となり、同年9月には中国定期
便（上海、北京）が就航。
現在は国内三大都市圏や沖縄のほか、県内の壱岐、対馬、五島を結ぶ離島便も就航しており、主にハウステンボスや長崎市
内への観光客やビジネス客で賑わっている。

九州地方整備局



【長崎空港】 各施設の機能

道路・駐車場
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【撮影：2020年3月】

区 分 概 況

種 別 拠点空港（国管理空港）

設 置 管 理 者 国土交通大臣

空 港 の 位 置 長崎県大村市

空 港 面 積 １，７３５，５３９ｍ2

着 陸 帯 ３，１２０ｍ × ３００ｍ

滑 走 路 ３，０００ｍ × ６０ｍ

誘 導 路 ３，２５０ｍ

エ プ ロ ン
約１３７，０００ｍ２ 定期便： １１バース

小型機： ８バース

空港保安防災
教育訓練ｾﾝﾀｰ

管制塔

九州地方整備局
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